
す
い
せ
ん
の
言
葉

　
研
究
の
対
象
と
す
る
に
は
あ
ま
り
に
も
近
す
ぎ
る
―
明
治
、
大
正
の
美
術

を
、
若
い
頃
の
私
は
そ
う
考
え
て
敬
遠
し
て
い
た
う
ら
み
が
あ
る
。
そ
う
で
な

い
と
気
が
つ
い
た
と
き
は
も
う
遅
く
、
豊
富
に
残
る
同
時
代
の
資
料
を
読
み
漁

る
時
間
が
足
り
な
い
。

　
マ
イ
ク
ロ
に
代
わ
る
も
の
と
し
て
、
最
近
台
頭
し
て
き
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
は
、
検

索
の
便
と
い
う
点
で
は
ま
さ
に
画
期
的
で
あ
る
。
膨
大
な
近
世
史
関
係
の
資
料

を
効
率
よ
く
自
己
の
画
嚢
な
ら
ぬ
「
学
嚢
」
に
収
め
る
た
め
に
、
こ
れ
に
ま
さ

る
道
具
は
な
い
。
あ
と
十
年
も
た
た
な
い
う
ち
に
、
主
要
な
資
料
の
あ
ら
か
た

は
電
子
化
さ
れ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
に
思
い
も
か
け
な
い
可
能
性
を
与
え
る

だ
ろ
う
。

　
『
美
術
新
報
』
が
、
近
代
日
本
の
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
草
分
け
で
あ
り
、

明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
そ
の
推
移
を
知
る
た
め
の
道
標
で
あ
る
こ
と
は
、
う

す
う
す
知
っ
て
い
た
が
、
送
ら
れ
て
き
た
創
刊
号
の
プ
リ
ン
ト
を
読
ん
で
そ
の

こ
と
を
改
め
て
痛
感
し
た
。

　
「
美
術
は
国
家
の
精
髄
也
、
国
民
の
理
想
也
、
…
」
に
始
ま
る
「
発
刊
の
趣

旨
」
に
は
、
明
治
の
国
家
主
義
が
西
洋
か
ら
新
た
な
制
度
と
し
て
取
り
入
れ
た

〈
美
術
〉
の
理
念
が
、
洋
画
研
究
熱
と
あ
い
ま
っ
て
当
時
の
知
識
層
を
鼓
舞
し

た
、
そ
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
北
斎
漫
画
か
ら
南
画
へ
と
貧
窮
の
画
業
遍

歴
の
う
ち
に
西
洋
画
に
希
望
を
見
出
し
た
山
本
芳
翠
の
経
歴
談
も
興
味
深
い
。

　
『
美
術
新
報
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
が
、
全
国
の
図
書
館
、
大
学
研
究
室
、
美
術
館
な

ど
に
常
設
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
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日
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代
美
術
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の
証
言

ー
本
格
的
美
術
評
論
誌
の
嚆
矢

総
合
美
術
雑
誌

明
治
　
年
〜
大
正
９
年

３５

明
治
・
大
正
期
の
近
代
画
家
・
文
人
や
展
覧
会
等
の
動
向
を
探
る
貴
重
・
詳
細
な
記
録

彙
報
記
事
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
一
万
五
千
件
を
新
た
に
収
録（
書
籍
版
目
録
未
収
録
）

検
索
デ
ー
タ
全
二
万
七
千
件
収
録
！

西
洋
近
代
美
術
の
移
植
・
伝
統
的
日
本
美
術
の
再
認
識
を
主
導
し
た

貴
重
資
料
全
三
百
冊
が
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
完
全
に
揃
う
！
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版
が
新
機
能
を
付
加
し
Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
枚
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目
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雪
舟
・
宗
達
・
光
琳
・
蕪
村
か
ら
琉
球
絵
画
ま
で

「
文
字
」
と
「
絵
」
と
か
ら
読
み
解
く
新
た
な
図
像
学
！

日
本
近
世
絵
画
の
図
像
学
―
趣
向
と
深
意

林 

進 

著
　
　
　
Ｂ
５
判
・
三
八
四
頁
・
本
体
一
六
、〇
〇
〇
円

マ
イ
ク
ロ
版
・

Ｃ
Ｄ
―
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版

kp2003.05.23,000

辻 

惟
雄

近
代
日
本
の
熱
気
を
伝
え
る

　
明
治
三
十
五
年
か
ら
大
正
九
年
ま
で
、
十
九
年
間
に
わ
た
っ
て
刊
行
さ
れ
た

『
美
術
新
報
』
は
、
日
本
の
近
代
美
術
の
歴
史
に
、
い
や
美
術
の
み
な
ら
ず
、
文

化
、
社
会
の
多
彩
な
動
き
に
関
心
を
寄
せ
る
者
に
と
っ
て
は
、
文
字
通
り
宝
の

山
で
あ
る
。
黒
船
来
航
か
ら
ほ
ぼ
半
世
紀
、
幕
末
、
明
治
維
新
の
動
乱
期
を
経

て
、
日
本
は
曲
り
な
り
に
も
何
と
か
西
欧
先
進
国
と
肩
を
並
べ
る
こ
と
の
で
き

る
近
代
国
家
の
体
裁
を
整
え
つ
つ
あ
っ
た
。
こ
の
新
し
い
世
界
の
胎
動
を
鋭
敏

に
感
じ
取
っ
た
青
木
繁
は
、
明
治
四
十
年
の
時
点
で
「
物
質
制
度
上
の
維
新
に

四
十
年
後
れ
て
今
や
精
神
修
養
上
の
維
新
が
来
り
つ
つ
あ
る
の
だ
」
と
語
っ
た
。

実
際
、
美
術
の
分
野
に
お
い
て
も
、
青
木
繁
の
登
場
す
る
舞
台
と
な
っ
た
白
馬

会
は
、
西
欧
の
新
し
い
動
向
を
取
り
入
れ
て
洋
画
界
に
お
け
る
「
新
派
」
と
呼

ば
れ
た
し
、
伝
統
的
な
日
本
画
の
世
界
で
も
、
岡
倉
天
心
を
指
導
者
と
す
る
日

本
美
術
院
の
「
新
し
い
日
本
画
」
の
運
動
が
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
た
。
社
会

制
度
の
面
か
ら
見
て
み
て
も
、
明
治
四
十
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
サ
ロ
ン
に
範
を
と

っ
た
文
部
省
展
覧
会
が
創
設
さ
れ
て
美
術
家
た
ち
に
大
き
な
刺
戟
を
与
え
、
や

が
て
そ
れ
は
、
二
科
会
を
は
じ
め
、
官
展
に
対
抗
す
る
多
く
の
美
術
団
体
を
生

み
出
す
に
い
た
る
。

 

　『
美
術
新
報
』
は
、
ま
さ
し
く
百
花
繚
乱
と
も
言
う
べ
き
こ
の
時
期
の
美
術
界

の
豊
饒
な
動
向
を
多
岐
に
わ
た
っ
て
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で
知
ら
せ
て
く
れ
る
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。
多
く
の
珍
し
い
図
版
を
含
む
そ
の
厖
大
な
内
容
が
、
今
回

二
枚
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
さ
れ
た
。
し
か
も
徹
底
し
た
検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
、

そ
の
中
身
を
自
由
に
取
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
ま
こ
と
に
快
挙
と
言

う
べ
き
で
あ
る
。
研
究
者
、
愛
好
者
に
と
っ
て
こ
の
上
な
い
贈
り
物
が
生
ま
れ

た
こ
と
を
心
か
ら
喜
び
た
い
。

高
階
秀
爾

美
術
界
の
豊
饒
な
動
向
を

　
　
　
　
リ
ア
ル
・
タ
イ
ム
で ■菊倍判　■308頁　■本体 16,000円
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Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
発
刊
に
際
し
て

　
『
美
術
新
報
』
は
、
明
治
三
十
五
年
三
月
に
第
一
巻
第
一
号
を
発
行
し
て
以
来
、
大
正
九
年
終
刊
号
を
出
す
ま
で
、

実
に
十
九
年
間
（
全
三
百
冊
）
の
長
き
に
わ
た
り
、
わ
が
国
の
美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
最
高
峰
と
し
て
、
斯
界
に
貢

献
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
と
言
い
ま
す
の
も
、
原
本
の
刊
行
さ
れ
た
明
治
末
年
か
ら
大
正

時
代
に
か
か
る
一
時
代
は
、
あ
た
か
も
、
わ
が
国
の
近
代
美
術
が
確
実
な
地
盤
を
築
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
移
植
さ
れ

た
洋
画
も
一
応
の
定
着
を
見
せ
た
時
代
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
明
治
美
術
会
、
白
馬
会
、
太
平
洋

画
会
な
ど
の
発
展
か
ら
、
文
部
省
美
術
展
覧
会
、
国
民
美
術
協
会
の
設
立
な
ど
に
見
ら
れ
る
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
確
立
、

そ
し
て
そ
の
反
動
勢
力
と
な
っ
た
二
科
会
の
独
立
を
は
じ
め
と
す
る
在
野
団
体
の
出
現
と
そ
の
活
動
、
再
興
美
術
院
の

旗
揚
げ
に
よ
る
伝
統
絵
画
（
日
本
画
）
の
近
代
化
な
ど
、
わ
が
国
近
代
化
美
術
史
上
の
多
彩
に
し
て
重
大
な
事
項
が
相

次
い
で
お
り
ま
す
。
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
、
『
美
術
新
報
』
は
、
そ
の
表
題
の
示
す
よ
う
に
、
他
の
美
術
雑
誌
に
比
し

て
、
「
報
道
」
と
い
う
こ
と
に
特
別
力
を
入
れ
て
い
た
の
で
、
今
日
か
ら
見
て
、
洋
画
、
日
本
画
は
言
う
に
及
ば
ず
、

彫
刻
、
建
築
、
工
芸
―
時
に
、
音
楽
、
舞
台
、
文
芸
な
ど
―
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
芸
術
一
般
の
動
向
、
作
家
の
消
息
、

団
体
展
個
人
展
の
開
催
詳
報
な
ど
を
伝
え
、
資
料
的
価
値
が
極
め
て
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
分
全
巻
完
全
揃
い
と
し

て
保
存
さ
れ
る
も
の
が
皆
無
と
い
う
有
様
で
、
研
究
者
の
間
に
、
そ
の
完
全
復
刻
が
長
く
渇
望
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
去
る
一
九
八
三
年
か
ら
八
五
年
に
か
け
て
、
著
作
権
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
協
力
を
頂
き
、
『
美
術
新
報
　
復
刻
版
』

を
書
籍
版
に
て
刊
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
学
校
・
図
書
館
・
研
究
者
を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
ご
好
評
を
賜
り
ま

し
た
が
、
数
年
前
よ
り
品
切
れ
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
読
者
か
ら
の
強
い
要
望
と
昨
今
の
情
勢
を
鑑
み
て
、
新
た
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
と
し
て
刊
行
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
書
籍
版
に
加
え
、
彙
報
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
新
た
に
収
録
、
強
力
な
研
究
ツ
ー
ル
に
な
る
と
確
信
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
の
検
索
、
閲
覧
、
印
刷
等
、
書
籍
版
と
は
違
っ
て
使
い
勝
手
の
良
い
物
と

な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
回
の
再
度
の
複
製
刊
行
は
、
単
に
大
方
の
要
望
に
応
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
『
美
術
新
報
』
が
、
大
き
な
使
命
を

果
た
す
絶
好
の
機
会
と
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（株）
八
木
書
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
版
部

近
代
美
術
史
の
十
九
年
間

明
治
三
十
五
年
〜
大
正
九
年
の
貴
重
な
資
料

　
『
美
術
新
報
』
の
創
刊
さ
れ
た
明
治
三
十
年
代
は
、

明
治
美
術
会
、
白
馬
会
、
太
平
洋
画
会
な
ど
洋
画
の
勢

力
が
定
着
さ
れ
た
時
代
で
、
そ
れ
を
反
映
し
て
、
美
術

雑
誌
も
全
盛
時
代
を
迎
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
三
十
年

代
だ
け
で
も
、
創
刊
さ
れ
た
美
術
雑
誌
は
、
実
に
十
数

誌
を
数
え
た
が
、
長
く
刊
行
を
継
続
し
た
も
の
は
意
外

に
少
な
く
、
早
い
も
の
で
二
、
三
号
、
長
く
て
一
、
二

年
で
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
て
い
た
が
、
一
人
『
美
術
新

報
』
の
み
は
、
以
来
十
九
年
間
の
長
期
に
わ
た
り
通
巻

二
九
八
号
を
定
期
的
に
刊
行
し
、
四
十
年
代
初
頭
に
お

け
る
文
部
省
美
術
展
覧
会
の
設
立
と
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム

確
立
の
経
緯
、
そ
し
て
、
明
治
末
年
か
ら
大
正
上
期
に

お
け
る
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
新
興
美
術
運
動
移
植
の
過
程
と
、

そ
の
影
響
に
よ
る
在
野
美
術
団
体
の
族
生
な
ど
、
わ
が

国
近
代
美
術
史
上
の
重
要
事
項
を
つ
ぶ
さ
に
記
録
し
た

の
で
あ
る
。
今
日
『
美
術
新
報
』
が
近
代
美
術
史
研
究
の

重
要
資
料
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
理
由
も
そ
こ
に
あ
る
。

最
高
の
執
筆
陣
を
網
羅

若
手
新
進
執
筆
者
を
起
用

　
編
集
責
任
者
は
、
初
期
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
時
代
は
小
原

大
衛
、
後
期
菊
倍
判
時
代
に
入
っ
て
、
坂
井
犀
水
、
児

島
喜
久
雄
（
矢
代
幸
雄
と
共
同
責
任
）
、
大
隅
為
三
な

ど
が
歴
任
し
て
い
る
。
顧
問
格
に
は
、
黒
田
清
輝
、
久

米
桂
一
郎
な
ど
が
い
た
が
、
中
で
最
も
強
力
に
編
集
に

参
加
し
、
自
ら
も
情
熱
的
に
執
筆
し
た
の
は
岩
村
透
（
鑑

泉
、
芋
洗
）
で
あ
っ
た
。

　
前
期
の
執
筆
陣
に
は
、
岩
村
透
、
九
鬼
隆
一
、
正
木

直
彦
、
瀧
精
一
、
伊
東
忠
太
、
小
山
正
太
郎
、
黒
田
清

輝
、
久
米
桂
一
郎
な
ど
重
鎮
が
顔
を
そ
ろ
え
、
後
期
に

は
、
森
田
亀
之
輔
、
山
下
新
太
郎
、
清
見
陸
郎
、
木
下

杢
太
郎
、
児
島
虎
次
郎
、
斎
藤
与
里
、
石
井
柏
亭
、
児

島
喜
久
雄
、
矢
代
幸
雄
、
有
島
生
馬
、
高
村
光
太
郎
な

ど
、
気
鋭
の
執
筆
家
が
登
場
し
て
く
る
。
殊
に
、
新
進

若
手
の
執
筆
家
に
よ
る
、
後
期
印
象
派
以
後
の
新
興
美

術
思
想
の
紹
介
は
、
『
ス
バ
ル
』
『
白
樺
』
と
相
ま
っ

て
、
日
本
画
壇
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

美
術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
嚆
矢

最
初
の
総
合
芸
術
誌

　
日
本
画
の
専
門
誌
、
団
体
機
関
誌
が
美
術
雑
誌
の
す

べ
て
で
あ
っ
た
当
時
、
『
美
術
新
報
』
は
、
積
極
的
に

西
洋
美
術
を
紹
介
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
官
展
在
野
を

問
わ
ず
、
わ
が
国
美
術
界
の
現
状
を
適
確
に
把
握
し
、

団
体
個
人
の
各
種
展
覧
会
の
開
催
を
速
報
し
、
著
名
執

筆
者
に
よ
る
展
覧
会
評
、
合
評
な
ど
を
、
出
品
作
の
豊

富
な
写
真
図
版
と
共
に
掲
載
、
さ
ら
に
受
賞
作
の
紹
介
、

第
一
線
作
家
論
と
作
品
、
新
進
作
家
と
そ
の
作
品
の
紹

介
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ
の
編
集
態
度
は
、
常
に
、
一

党
一
派
に
偏
す
る
こ
と
な
く
、
飽
く
ま
で
も
中
立
の
立

場
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
近
代
的
美

術
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
確
立
で
も
あ
っ
た
。
し
か
も
、

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
は
勿
論
、
建
築
、
工
芸
か
ら
音

楽
、
文
芸
、
舞
台
に
い
た
る
ま
で
関
連
芸
術
を
網
羅
し

た
総
合
芸
術
雑
誌
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ま
た
最
初
の
試

み
で
あ
っ
た
。

○
膨
大
な
原
本
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
　
原
本
三
百
冊
、
約
八
千
頁
（
書
籍
版

全
13
巻
）
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
２
枚
に
収
録
。

○
伸
縮
自
在
な
デ
ジ
タ
ル
画
像
　
原
本
の
表
紙
か
ら
奥
付
ま
で
広
告
頁
を

含
む
す
べ
て
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で
収
録
。
表
示
画
面
の
拡
大
・
縮
小
は

思
い
の
ま
ま
。
拡
大
す
れ
ば
ル
ビ
ま
で
は
っ
き
り
見
え
ま
す
。

○
美
し
い
カ
ラ
ー
画
像
　
口
絵
の
色
刷
り
二
一
枚
を
カ
ラ
ー
画
像
で
附
載
。

○
詳
細
な
検
索
目
録
　
検
索
用
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
約
二
万
七
千
件
。

う
ち
、
彙
報
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
一
万
五
千
件
（
予
定
）、
逐
号
目

録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
五
千
件
、
図
版
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
七
千
件
に

及
び
ま
す
。

　
　
彙
報
記
事
　
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
近
代
画
家
、
文
人
は
も
ち

ろ
ん
、
当
時
開
催
さ
れ
た
諸
展
覧
会
、
諸
団
体
等
の
日
々
の
詳
細

な
動
向
を
記
す
彙
報
欄
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
一
万
五
千
件（
予

定
）
の
画
期
的
な
検
索
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
か
ら
の
美
術
研
究
は
、
飛

躍
的
に
向
上
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
逐
号
目
録
　
五
千
件
か
ら
の
目
次
検
索
。
図
版
目
録
同
様
、
個
別
題

や
執
筆
者
に
は
現
れ
て
こ
な
い
、
内
容
か
ら
分
類
し
た
キ
ー
ワ
ー

ド
か
ら
の
検
索
も
で
き
ま
す
。

　
　
図
版
目
録
　
美
術
新
報
中
の
文
中
に
掲
載
さ
れ
た
参
考
図
版
を
含
む

全
七
千
件
を
作
者
や
主
題
か
ら
検
索
で
き
ま
す
。
た
と
え
ば
、
複

数
人
の
掲
載
さ
れ
た
集
合
写
真
は
一
人
一
人
の
人
名
か
ら
検
索
で

き
ま
す
。

○
検
索
デ
ー
タ
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
　
検
索
デ
ー
タ
に
は
書
き
込
み
の
出
来

る
「
ユ
ー
ザ
ー
メ
モ
欄
」
を
設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
各
記
事
単
位
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
や
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
リ
ン
ク
し
保
存
で

き
る
項
目
を
設
け
ま
し
た
。
各
記
事
に
関
連
し
た
サ
イ
ト
を
リ
ン
ク
し

た
り
、
ま
た
取
り
込
ん
だ
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
リ
ン
ク
さ
せ
た
り
と
、
自

分
の
使
い
や
す
い
よ
う
に
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
検
索
デ
ー
タ
の
外
部
出
力
　
検
索
用
デ
ー
タ
が
Ｃ
Ｓ
Ｖ
型
式
（
カ
ン
マ

区
切
り
の
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
）
の
デ
ー
タ
と
し
て
出
力
で
き
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
エ
ク
セ
ル
・
ア
ク
セ
ス
な
ど
ユ
ー
ザ
ー
の
使
い
な
れ
た
表

計
算
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ
ト
に
と
り
こ
ん
で
、
縦
横
無
尽
に
活
用
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

○
進
化
し
た
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
機
能
　
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
に
画
像
を
表
示
さ

せ
て
か
ら
記
事
単
位
で
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
で
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
検

索
結
果
画
面
か
ら
複
数
記
事
を
選
択
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
プ
リ
ン
ト
で
き

る
よ
う
に
し
ま
し
た
！
　
そ
の
上
、
選
択
オ
プ
シ
ョ
ン
ボ
タ
ン
で
表
紙
・

目
次
・
奥
付
も
一
緒
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

全
く
の
手
間
い
ら
ず
に
な
り
ま
し
た
。

ス
テ
ッ
プ
①
…
検
索
語
の
入
力

　
「
ワ
ー
ド
検
索
」
画
面
で
検
索
語
に
「
黒
田
清
輝
」
と
入
力
。
書
誌
デ

ー
タ
全
約
二
万
七
千
件
の
中
か
ら
瞬
時
に
検
索
し
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
②
…
検
索
結
果
の
表
示

　
検
索
結
果
が
一
覧
で
表
示
。
こ
こ
で
は
「
黒
田
清
輝
」
を
含
む
語
が
七

五
件
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
一
覧
結
果
は
、
印
刷
は
も
ち
ろ
ん
、
テ
キ
ス
ト

型
式
に
よ
る
書
き
出
し
が
可
能
で
す
。

※
検
索
用
デ
ー
タ
は
現
在
製
作
中
の
た
め
、
検
索
結
果
の
件
数
は
今
後
増
加
の
見

込
み
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
③
…
画
像
の
表
示

　
検
索
結
果
を
選
択
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
該
当
頁
が
表
示
さ
れ
ま

す
。
拡
大
・
縮
小
も
自
在
で
す
。

ス
テ
ッ
プ
④
…
印
刷

　
画
像
表
示
画
面
か
ら
だ
け
で
な
く
、
検
索
結
果
画
面
か
ら
も
直
接
印
刷

が
可
能
で
す
。
複
数
の
記
事
を
選
択
し
、
一
括
で
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
本
文
の
該
当
箇
所
に
加
え
て
、
表
紙
・
目
次
・
奥
付
も
一
緒
に
印

刷
で
き
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
検
索
結
果
の
一
覧
を
印
刷
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

美
術
印
刷
に
新
生
面
拓
く

貴
重
な
口
絵
、図
版
資
料

　
明
治
四
十
二
年
九
月
以
後
、
写
真
版
、
原
色
版
を
豊

富
に
採
用
し
、
発
行
部
数
が
倍
増
し
た
。
発
行
所
の
画

報
社
は
、
山
東
直
砥
の
創
設
で
あ
る
が
、
当
初
か
ら
こ

れ
に
協
力
し
た
の
が
東
京
印
刷
株
式
会
社
社
長
星
野
錫

で
あ
る
。
星
野
は
、
早
く
か
ら
新
し
い
印
刷
技
術
の
導

入
に
情
熱
を
燃
や
し
た
人
物
で
、
コ
ロ
タ
イ
プ
印
刷
、

一
色
印
刷
版
、
三
色
版
、
オ
フ
セ
ッ
ト
多
色
刷
な
ど
を

誌
上
で
実
地
に
試
み
、
美
術
印
刷
の
発
展
に
貢
献
す
る

と
こ
ろ
甚
だ
大
き
か
っ
た
が
、
中
で
も
オ
フ
セ
ッ
ト
多

色
刷
に
よ
る
名
画
複
製
の
如
き
は
、
わ
が
国
で
初
め
て

試
み
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
本
誌
に
毎
号
掲
載
紹
介
さ
れ
て
い
る
当
時
の
美
術
作

品
の
中
に
は
、
今
日
す
で
に
そ
の
実
物
の
存
在
す
ら
明

か
で
な
い
も
の
も
あ
り
、
文
字
だ
け
の
文
献
以
上
に
貴

重
な
資
料
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
一
巻
か
ら
九
巻

ま
で
は
、
新
年
号
毎
に
、
別
刷
附
録
と
し
て
西
欧
名
画

の
複
製
が
つ
き
、
十
巻
以
後
は
毎
号
巻
頭
口
絵
（
原
色

版
・
単
色
版
）
が
つ
く
が
、
記
事
中
写
真
は
、
そ
の
号

か
ら
二
色
刷
に
な
っ
て
い
る
。
（
但
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
で

は
、
現
在
あ
ま
り
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
も
の
二
一
点
を

主
と
し
て
カ
ラ
ー
に
し
た
。
）

Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
　
美
術
新
報
の
特
色

簡
単
な
検
索
・
自
在
な
印
刷
の
例

▼ステップ①　検索語の入力

▼ステップ④　印刷

▼ステップ②　検索結果の表示

▼ステップ③　画像の表示

『
美
術
新
報
』
創
刊
（３）
　
太
平
洋
画
会
第
一
回
展
（３）
　
川

村
清
雄
・
五
姓
田
義
松
ら
ト
モ
エ
会
結
成
（４）
　
浅
井
忠
帰
国

（８）
　
岡
田
三
郎
助
帰
国
（９）
　
岩
村
透『
巴
里
の
美
術
学
生
』

刊
（12）
　
坂
井
犀
水
『
画
家
ラ
フ
ァ
エ
ル
』刊

（12）
　

第
八
回
白
馬
会
展
で
青
木
繁
白
馬
会
賞
を
受
（９）
　
関
西
美

術
会
展
浅
井
忠
の
滞
欧
作
を
陳
列
（11）
　
和
田
英
作
帰
国
（７）

日
露
戦
争
起
（２）
　
小
山
正
太
郎
、山
本
芳
翠
、小
杉
未
醒

画
家
と
し
て
従
軍
、鹿
子
木
孟
郎
帰
国
（４）
　
太
平
洋
画
会

研
究
所
開
く
（６）
　
第
九
回
白
馬
会
展
で
青
木
繁
《
海
の
幸
》

好
評

中
村
不
折
帰
国
（３）
　
白
馬
会
機
関
誌
『
光
風
』
創
刊
（５）
　

『
み
づ
ゑ
』
創
刊
（７）
　
山
下
新
太
郎
（４）
有
島
生
馬
（６）
藤
島

武
二
（11）
渡
仏

正
木
直
彦
、大
塚
保
治
、黒
田
清
輝
ら
官
設
展
創
設
を
牧
野

文
相
に
建
議
す
（３）
　
山
本
芳
翠
歿
（11）
　

東
京
府
勧
業
博
の
洋
画
審
査
に
て
青
木
繁
《
わ
だ
つ
み
の
い

ろ
こ
の
宮
》は
世
評
に
反
し
三
等
末
席
に
止
る
、審
査
不
公

平
の
声
高
し
、安
井
曾
太
郎
、津
田
青
楓
渡
仏
（４）
　
文
部
省

美
術
展
覧
会
規
定
公
布
（６）
　
文
部
省
美
術
展
覧
会
第
一

回
展
（10）
　
石
井
柏
亭
、山
本
鼎
『
方
寸
』
創
刊
（10）
　
浅
井
忠

歿
（12）
　
サ
ロ
ン
ド
ー
ト
ン
ヌ・
セ
ザ
ン
ヌ
回
顧
展
（10）
　
田
山
花

袋『
蒲
団
』を
発
表
、自
然
主
義
文
学
さ
か
ん
に
な
る
。

橋
本
雅
邦
歿
（１）
　
梅
原
龍
三
郎
渡
仏
、斎
藤
与
里
、荻
原

守
衛
帰
国
（５）
　
パ
ン
の
会
開
か
る

（12）

斎
藤
与
里
『
日
本
及
日
本
人
』に
セ
ザ
ン
ヌ
な
ど
フ
ラ
ン
ス

の
新
美
術
を
紹
介
（２）
　
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
未
来
派
宣
言
（２）
　
森

鴎
外
『
ス
バ
ル
』に
未
来
派
紹
介
（５）
　
第
三
回
文
展
で
山
脇

信
徳
の《
停
車
場
の
朝
》
印
象
主
義
的
作
風
で
注
目
さ
れ
、

高
村
光
太
郎
、石
井
柏
亭
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
論
争
す
（10）
　

高
村
光
太
郎『
ス
バ
ル
』に
「
緑
色
の
太
陽
」を
発
表
（４）
　『
白

樺
』
創
刊
（４）
　
有
島
生
馬『
白
樺
』二
、三
号
に
セ
ザ
ン
ヌ
を

紹
介
、第
十
三
回
白
馬
会
展
に
藤
島
武
二
の
滞
欧
作
陳
列

さ
る
（５）
　
有
島
生
馬
、南
薫
造
滞
欧
作
展（
第
一
回
白
樺

美
術
展
）（７）
　
高
村
光
太
郎「
琅
●
洞
画
廊
」を
開
く
（４）
　

山
下
新
太
郎
、湯
浅
一
郎
帰
国
（６）
　
荻
原
守
衛
歿

（11）

白
馬
会
解
散
（３）
　
青
木
繁
歿
（３）
　
山
脇
信
徳
個
展
の
作

品
を
め
ぐ
っ
て
木
下
杢
太
郎
、武
者
小
路
実
篤
の
論
争
（４）

〜
（11）
　『
美
術
新
報
』未
来
派
を
紹
介
（５）
　
菱
田
春
草
歿

（９）
　
大
下
藤
次
郎
歿

（10）
　
満
谷
国
四
郎
渡
仏
（11）
　
第
二
回

白
樺
美
術
展
落
選
展
を
開
く
（11）
　
ベ
ル
リ
ン
に
表
現
派
あ
ら

わ
れ
る
、ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で
青
騎
士
第
一
回
展

（12）

岸
田
劉
生
第
一
回
個
展
（２）
　
第
四
回
白
樺
美
術
展
　
ロ
ダ

ン
、
ル
ノ
ワ
ー
ル
の
真
作
を
展
示
（２）
　
光
風
会
創
立
（３）
　

『
現
代
の
洋
画
』
創
刊
（４）
　

明
治
天
皇
崩
御
（７）
　
山
本
鼎
、小
杉
未
醒
渡
欧
（７）
　
丸
山

晩
霞
、石
井
柏
亭
、児
島
虎
次
郎
、斎
藤
豊
作
帰
国
、第
六
回

文
展
日
本
画
部
を
新
旧
二
科
に
分
つ
（10）
　
ヒ
ュ
ー
ザ
ン
会
第

一
回
展
、『
ヒ
ュ
ー
ザ
ン
』創
刊
（10）

国
民
美
術
協
会
結
成（
黒
田
清
輝
会
頭
）（３）
同
第
一
回
展

（10）
　
日
本
水
彩
画
会
結
成
（４）
同
一
回
展
（６）
　
第
二
回
フ
ュ

ー
ザ
ン
会
（５）
　
梅
原
龍
三
郎
帰
国
（７）
　
同
滞
欧
展（
白
樺

主
催
）（10）
　
岡
倉
天
心
歿
（９）
　
岸
田
劉
生
ら
生
活
社
展
（10）

有
島
・
山
下
ら
文
展
洋
画
部
の
二
科
制
を
建
白
（10）

満
谷
国
四
郎
帰
国
（１）
　
第
一
次
世
界
大
戦
起
（７）

再
興
日
本
美
術
院
展（
洋
画
部
併
設
）、二
科
会
創
立
第

一
回
展
（９）

安
井
曾
太
郎
帰
国
、正
宗
得
三
郎
、森
田
恒
友
渡
仏
（12）
　

和
田
三
造
帰
国
（３）
　
第
二
回
二
科
展
安
井
曾
太
郎
滞
欧
作

特
陳
（９）
　
五
姓
田
義
松
歿
（９）
　
現
代
の
美
術
社
主
催
美

術
展（
第
一
回
草
土
社
展
）（10）
　『
中
央
美
術
』創
刊
（10）

小
林
清
親
歿
（11）
　
森
田
恒
友
帰
国
（11）
　

小
山
正
太
郎
歿
（１）
ス
イ
ス
に
ダ
ダ
運
動
（２）
　
今
村
紫
紅
歿

（２）
　
第
十
回
文
展
に
中
村
彝《
田
中
館
博
士
像
》
特
選
（10）

山
本
鼎
帰
国
（12）
　
藤
雅
三
歿
（12）

二
科
出
品
の
神
原
泰
、東
郷
青
児
の
作
品
に
未
来
派
立
体

派
の
影
響
現
れ
る
（９）
　
ソ
ビ
エ
ト
革
命
（10）

国
画
創
作
協
会
創
立
（１）
　
日
本
創
作
版
画
協
会
創
立
（６）

二
科
展
に
関
根
正
二
、院
展
に
村
山
槐
多
の
作
品
話
題
と

な
る
（９）
　

第
一
次
世
界
大
戦
終
（11）

白
樺
十
周
年
記
念
岸
田
劉
生
個
展
（４）
　
帝
国
美
術
院
設

立（
森
林
太
郎
院
長
）文
展
は
帝
展
と
改
称
さ
る
（９）
　
二
科

展
出
品
の
林
倭
衛
作
《
出
獄
の
日
の
○
氏
像
》
に
撤
回

命
令
（９）

未
来
派
美
術
協
会
第
一
回
展
（９）
　
第
七
回
院
展
最
初
の
大

規
模
な
現
代
フ
ラ
ン
ス
美
術
展
を
開
く
（９）
　
院
展
洋
画
部

展
覧
会
終
了
後
解
散
（９）
　
森
口
多
里
著『
異
端
の
画
家
』

好
評
重
版 

『
美
術
新
報
』
終
刊
（12）

明
治
３５
年
―
大
正
９
年

『
美
術
新
報
』
と
明
治
・
大
正
の
美
術
界（
年
表
）
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